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 [授業の概要・目的]
本授業は、学校教育より広い範囲で教育を捉え、幼児期の教育、少子化問題、親になること、児童
虐待、子どもの貧困、科学の進歩と子育て、生殖と出産など幅広いテーマを学んでいく。その際に
教育人間学のアプローチを採用する。教育人間学とは、教育に関して自明に思われていることを、
その根底から疑って考察するものである。こうしたアプローチによって、教育に関する事象をより
深く理解することができる。

 [到達目標]
・教育のみで人間の成長を考える限界と、人間形成論の可能性を理解する。
・各テーマについてその現象と背景について理解する。

 [授業計画と内容]
基本的に以下の計画に従って授業を進めるが、講義の進行具合によって、講義回数が異なることが
ある。

１．教育から人間形成へ
２．幼児教育のアクチュアリティ
３．少子化問題の人間学
４．３歳児神話という思想
５．親になること①　ある事例の紹介
６．親になること②　父親の子育て・母親の子育て
７．児童虐待
８．子どもの貧困
９．施設で育つ子どもたち
１０．科学の進歩と子育て①　ある事例の紹介
１１．科学の進歩と子育て②　優生学と現代社会
１２．生殖と出産の人間学　　
１３．母子保健の思想史
１４．地域社会と子育て
１５．フィードバック（フィードバック方法は別途連絡します）

授業回数はフィードバックを含め全15回とする

 [履修要件]
特になし
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教育学II(2)

 [成績評価の方法・観点]
平常点（50点）と期末レポート（50点）で評価します。平常点は課題提出（25点）と授業への参加
度（25点）に応じて評価します。期末レポートは、到達目標の達成度に基づき評価します。
期末レポート提出のみで単位が出る授業ではないことを理解した上で、受講して下さい。

 [教科書]
LMSに授業資料を提示します。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
日頃から教育のみならず、幅広く社会問題に興味を持つことが最大の予習です。復習は紹介した参
考文献などから、各自深めていってください。

 [その他（オフィスアワー等）]
授業内容に関心がある方のみ受講して下さい。例年、履修者が多く、抽選になりやすい授業ですの
で、単位取得のみに関心がある学生の受講はご遠慮ください。
授業方法に関しては、講義が中心になりますが、映画鑑賞、グループワーク、課題提出を織り交ぜ
た授業になります。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


